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発刊のあいさつ

大村市長

園田 裕史

　

大
村
市
は
、
昭
和
17
年
２
月
11
日
に
１
町
５
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
今

年
で
市
制
施
行
82
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

海
上
空
港
で
あ
る
長
崎
空
港
や
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
、
交

通
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
た
大
変
住
み
や
す
い
ま
ち
で
あ
り
、
県
内
自
治
体
の
中

で
最
も
高
齢
化
率
が
低
く
、
人
口
が
50
年
以
上
増
加
し
続
け
て
い
る
唯
一
の

都
市
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
９
月
に
は
西
九
州
新
幹
線

が
開
業
し
、
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
空
港
、
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
、
新
幹
線
駅
の
高
速
交
通
が
集
約
さ
れ
る
高
い
交
通
利
便
性
を
有
す
る
ま

ち
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
歴
史
は
古
く
、
日
本
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
大
村
純
忠
は
、
初

の
公
式
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
問
団
「
天
正
遣
欧
少
年
使
節
」
を
ロ
ー
マ
に
派
遣
し

ま
し
た
。
ま
た
、
大
村
藩
は
幕
末
勤
王
派
に
属
し
、
近
代
日
本
の
礎
を
築
い

た
幾
多
の
偉
人
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
「
日
本
さ
く
ら
名
所
100
選
」
の
地
に
選
出
さ
れ
た
大
村
公
園
で
は
、

春
は
国
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
る
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
を
は
じ
め
、
約
２
千
本

の
桜
が
咲
き
誇
り
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
初
夏
に
は
、
約
30

万
本
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
見
頃
を
迎
え
、
花
の
ま
ち
大
村
を
彩
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
市
民
全
て
の
皆
さ
ま
が

大
村
市
で
生
ま
れ
て
、
成
長
し
て
、
暮
ら
し
て
、
住
み
続
け
て
、
最
期
を
迎

え
た
い
と
想
え
る
よ
う
な
ま
ち
に
す
る
た
め
、
「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
一
つ

に
な
っ
た
『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
』
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
、
全
身
全

霊
で
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
６
年
２
月

しあわせ実感都市  大村

大村公園夏越総踊り

いろどりの「春」熱気溢れる「夏」 いろどりの「春」熱気溢れる「夏」
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本
市
は
、海
と
山
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自

然
環
境
と
、交
通
の
要
衝
と
し
て
の
都
市
機

能
が
調
和
す
る
中
で
、こ
れ
ま
で
県
央
の
中
核

的
な
都
市
と
し
て
着
実
に
発
展
し
て
き
ま
し

た
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
中
、本
市
で

は
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。令
和
４
年
に
は

西
九
州
新
幹
線
が
開
業
す
る
な
ど
、高
速
交

通
網
の
整
備
も
進
ん
で
お
り
、こ
れ
を
ま
ち
づ

く
り
の
好
機
と
捉
え
、さ
ら
な
る
市
の
発
展
と

人
口
増
加
を
見
据
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、少
子
高
齢
化
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
な
ど
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、地
方
で
も
子
育
て
支
援
の
充
実
、地
域
社

会
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
な
ど
、魅
力
あ
る
地
方
都
市
の
実
現
に
向

け
た
新
た
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、行
政
運
営
の
基
本
指
針
と
し
て

い
る「
第
５
次
大
村
市
総
合
計
画
」に
お
い
て
、

本
市
が
目
指
す
将
来
像
の「
〜
行
き
た
い
、働

き
た
い
、住
み
続
け
た
い
〜 

し
あ
わ
せ
実
感

都
市 

大
村
」を
目
指
し
、市
民
の
皆
さ
ま
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、誰
も
が
し
あ
わ
せ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

～行きたい、働きたい、住み続けたい～

しあわせ実感都市　    大村

第 5次大村市総合計画

大村市の将来像

・子育てしやすいまちづくり
・豊かな学力と生きる力を育む教育の充実
・文化の振興と生涯学習の充実
・国際・地域間交流の推進

人を育むまち

基本目標❶

・健康づくりの推進と医療体制の充実
・高齢者が暮らしやすいまちづくり
・障がい者が暮らしやすいまちづくり
・暮らしのセーフティネットの充実

健康でいきいきと
暮らせるまち

基本目標❷

・災害に強いまちづくり
・消防・救急体制の充実
・交通安全と消費者保護の推進
・犯罪のないまちづくり

安全・安心なまち

基本目標❸

・魅力ある農林水産業の振興
・活力ある商工業の振興
・企業誘致の推進と新たな雇用の創出
・歴史や自然を活かした観光のまちづくり

活力に満ちた産業のまち

基本目標❹

・コンパクトで暮らしやすいまちづくり
・道路網の整備と公共交通の利便性の向上
・快適で暮らしやすい都市環境の整備
・環境にやさしいまちづくり

機能的で環境と
調和したまち

基本目標❺

・効率的で開かれた行政運営の推進
・健全な財政運営の推進
・地域コミュニティの活性化とみんなで取り組むまちづくり
・お互いを尊重し、誰もが活躍できる社会づくり

持続可能な行財政運営と
市民協働の推進

基本目標❻

大村は笑顔がいっぱい

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
村
の
ま
ち
づ
く
り



　

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
空
港
や
高
速
道
路
な

ど
高
速
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
充
実
し
た
都

市
機
能
を
背
景
に
、
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
や
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
内

13
市
で
唯
一
人
口
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
に
よ
る
と
、
本
市
も
２
０
２
５
年

を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
に
転
じ
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
人
口
増
加
を
図
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
定
住
促
進
と
と
も
に
、
進
学
・
就

職
に
伴
う
若
者
な
ど
の
流
出
を
抑
制
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
は
、
２
０
２
５
年
に
人
口
10

万
人
を
目
指
す「
大
村
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」、

「
大
村
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」に
基
づ
き
、
新
工
業
団
地
整
備
に
よ
る
雇

用
の
確
保
や
新
幹
線
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
取
り
組
み
、「
行
き
た
い
、
働
き
た

い
、
住
み
続
け
た
い
」ま
ち
の
実
現
に
向
け

て
、
住
み
心
地
の
よ
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
口
10
万
人
を
目
指
し
て

鈴田地区(どん牛山)から大村市街地を望む

人口推移
総人口は、自然増と社
会増により増加を続け
てきましたが、徐々に鈍
化しつつあります。ま
た、これまで出生数が
死亡数を上回ってきま
したが、高齢化を背景
に死亡数の増加が続
き、2020年には死亡数
が出生数を上回り、自
然減となりました。

［出生・死亡数（人）］［総人口（人）］

85 90 95 00 05 10 15 22（年）

［1985年～2022年］　●総人口　●出生数　●死亡数
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どん牛山(陰平町)からの夜景 黒木渓谷

野岳湖公園と郡岳

　

多
良
山
系
を
東
に
仰
ぎ
、西
に
波
静
か
な

大
村
湾
を
望
む
本
市
に
は
、自
然
豊
か
な
景

勝
地
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

多
良
山
系
の
麓
に
あ
る
野
岳
湖
は
、大
村

の
鯨
長
者
と
い
わ
れ
た
深
澤
儀
太
夫
勝
清
が

多
額
の
私
財
を
投
じ
て
築
造
し
た
人
造
湖
で

す
。そ
の
周
辺
は
、野
岳
湖
公
園
と
し
て
キ
ャ

ン
プ
場
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
整
備
さ

れ
、多
く
の
利
用
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

ま
た
、標
高
３
３
０
メ
ー
ト
ル
の
琴
平
ス
カ

イ
パ
ー
ク
は
、雄
大
な
山
並
み
を
背
景
に
、眼
下

に
は
市
内
は
も
ち
ろ
ん
長
崎
空
港
や
大
村
湾
、

遠
く
は
雲
仙
や
西
海
方
面
を
一
望
で
き
ま
す
。

園
内
に
は
、楽
し
い
遊
具
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、黒
木
渓
谷
に
は
郡
川
砂
防
公
園

が
整
備
さ
れ
、納
涼
と
紅
葉
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、夏
に
は
川
遊
び
や
森
林
浴
、

秋
に
は
美
し
い
紅
葉
が
楽
し
め
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、ど
ん
牛
山
展
望
所
は
、市
街
地

と
大
村
湾
に
浮
か
ぶ
長
崎
空
港
を
間
近
に
望

め
る
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
で
、春
に
は
サ
ク
ラ
の
ト

ン
ネ
ル
と
あ
わ
せ
て
景
色
を
楽
し
め
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
本
市
は
、心
癒

さ
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

山
と
海
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
村
の
自
然

大村の自然



　

長
崎
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
本
市
は
、東

に
多
良
山
系
、西
に
大
村
湾
を
臨
み
、大
村
公

園
の
国
指
定
天
然
記
念
物
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ

を
は
じ
め
、サ
ク
ラ
や
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、ヒ
ガ

ン
バ
ナ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
が
季
節
を
通

し
て
咲
き
誇
る
、自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

　

大
村
の
歴
史
は
古
く
、戦
国
時
代
、日
本
初

の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
大
村
純
忠
は
、天
正
遣

欧
少
年
使
節
を
ロ
ー
マ
に
派
遣
し
、幕
末
・

維
新
の
激
動
期
に
は
、大
村
藩
が
新
政
府
側

と
し
て
活
躍
し
、多
く
の
人
材
を
輩
出
し
ま

し
た
。

　

本
市
は
、
世
界
初
の
海
上
空
港
で
あ
る
長

崎
空
港
、
長
崎
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
、さ
ら
に
令
和
４
年
９
月
に
開
業
し
た
西

九
州
新
幹
線
を
有
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利

便
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

市
制
を
施
行
し
た
昭
和
17
年
当
時
の
人
口

は
３
万
９
５
７
２
人
で
し
た
が
、現
在
の
人
口

は
９
万
８
千
人
を
超
え
て
お
り
、県
央
の
中
核

的
な
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

県
央
の
中
核
都
市
と
し
て
発
展

市章市の花市の木
市公式

マスコットキャラクター

昭和23年制定オオムラザクラ
昭和47年指定

イチイガシ
平成元年指定

おむらんちゃん
平成24年2月誕生

市役所本庁舎（昭和39年建設）

市 制 施 行

人 口 ・ 世 帯 数
（令和5年12月末日現在）

※住民基本台帳による

面 積

標高(市内の最高地点)

降 水 量

平 均 気 温

昭和17年2月11日

98,658人

46,002世帯

126.73㎢

1,076ｍ（経ケ岳）

1,811.1㎜（平年値）

17.3℃（平年値） 大村市

長崎県域図

大村の概況

大
村
市
市
勢
要
覧

7

大
村
の
概
況



どん牛山

家墓所

仏の谷

本経寺 大村藩主大村家墓所

歴史に触れる所

ミライｏｎ(図書館・歴史資料館)

長崎県

●ガラスの砂浜

木場SIC

大村特別
支援学校

 道の駅
「長崎街道鈴田峠」

岳ノ木場公園（ツツジ）

至諫早・長崎方面→

諫早市諫早市

至長崎→

観
光
案
内
所
・
大
村
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
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Ｐ



大村の
イチイガシ
天然林

大村湾サーキット

大又農園 野の実

●総合運動公園
（ぼうけん広場）

●
郡中学校

●
 虹の原特別支援学校
●県立ろう学校

大村ハイテクパーク・
オフィスパーク大村

新大村駅

新　幹　線
新　幹　線

西　九　州
西　九　州

大村車両基地駅
大村車両基地

●
大村車両基地

●

新大村駅観光案内所
●

新大村駅観光案内所
●

岳ノ木場公園（ツツジ）

●

←至ハウ
ステンボ

ス・佐世
保方面

←至福岡

大村IC

大村のＭＡＰ

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
村
の
Ｍ
Ａ
Ｐ

裏見の滝自然花苑（シャクナゲ）



﹇
歴
史
﹈

　

大
村
の
歴
史
は
古
く
、
黒
丸
遺
跡
や
富
の

原
遺
跡
、
竹
松
遺
跡
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

太
古
か
ら
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
て
き
ま
し

た
。

　

中
世
に
は
、
大
村
氏
が
台
頭
し
、
大
村
に

城
下
町
を
築
き
ま
す
。
戦
国
時
代
の
領
主
大

村
純
忠
は
日
本
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
な

る
と
と
も
に
、
南
蛮
貿
易
を
進
め
ま
す
。
純

忠
は
、
長
崎
を
貿
易
港
と
し
て
開
港
し
、
後

に
イ
エ
ズ
ス
会
に
寄
進
し
た
り
、
天
正
遣
欧

少
年
使
節
を
ロ
ー
マ
へ
派
遣
す
る
な
ど
、
歴

史
に
残
る
偉
業
を
成
し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
幕
藩
体
制
の
も
と
、
大
村
氏

が
治
め
る
大
村
藩
は
、
２
万
７
千
石
の
城
下

町
と
し
て
栄
え
ま
す
。
海
外
の
文
物
を
運
ぶ

長
崎
街
道
が
通
り
、
宿
場
町
と
し
て
も
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
発
覚
し

た
「
郡
崩
れ
」
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
村
藩

で
は
改
易
転
封
も
な
く
、
明
治
ま
で
続
き
ま

し
た
。

　

幕
末
に
は
、
渡
辺
清
・
昇
兄
弟
や
楠
本
正

隆
ら
が
各
藩
の
志
士
と
連
携
を
強
め
、
早
く

か
ら
勤
王
を
掲
げ
、
薩
摩
藩
や
長
州
藩
と
協

歴
史
・
文
化
の
ま
ち

力
し
倒
幕
に
活
躍
し
ま
す
。
大
村
藩
が
薩

摩
・
長
州
・
土
佐
に
次
ぐ
３
万
石
の
褒
美
を

賜
っ
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
ま
す
。

　

明
治
以
後
は
、
陸
軍
や
海
軍
航
空
隊
が
置

か
れ
、
都
市
の
整
備
が
進
み
、
海
軍
航
空
廠

の
設
置
に
よ
る
人
口
増
な
ど
か
ら
昭
和
17
年

に
大
村
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

﹇
文
化
﹈

　

「
シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
」
は
、
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て

幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
長
崎
O
M
U
R
A
室
内
合
奏
団
」

は
、
県
内
初
の
プ
ロ
合
奏
団
と
し
て
、
市
民
や

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
市
外

に
も
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
「
大
村
の
郡
三
踊(

寿
古
踊
・
沖
田
踊
・
黒

丸
踊)
」
は
、
約
５
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
、

寿
古
町
、
沖
田
町
、
黒
丸
町
に
そ
れ
ぞ
れ
伝

わ
る
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
民
俗
芸
能
で
す
。
令
和
４
年
に
沖
田

踊
・
黒
丸
踊
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

渡辺 清石井 筆子

明治維新達成に活躍

渡辺 昇

三十七士の剣の達人

楠本 正隆

衆議院議長を務めた福祉と教育の先駆者
大村が生んだ偉人

こ
お
り
く
ず

国指定重要無形民俗文化財「大村の郡三踊」

寿古踊黒丸踊 沖田踊

大村の歴史と文化

大
村
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市
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本
市
で
は
、国
内
・
海
外
合
わ
せ
て
６
都
市

と
、文
化
の
交
流
な
ど
を
目
的
と
し
た
姉
妹

都
市
・
友
好（
交
流
）都
市
提
携
を
結
び
、交
流

し
て
い
ま
す
。ま
た
、天
正
遣
欧
少
年
使
節
ゆ

か
り
の
地
関
係
市
町
と
も
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、大
村
市
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
を
中

心
に
、市
内
に
住
む
日
本
人
と
外
国
人
が
互
い

の
文
化
や
考
え
方
を
理
解
で
き
る
よ
う
、国

際
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
な
ど
、多
文
化
共
生

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
際
・
地
域
間
交
流

天正遣欧少年使節顕彰之像（森園公園）

友好（交流）都市

中国・上海市閔行区

島根県飯南町

提携年月日

平成5年12月3日

平成27年8月3日

姉妹都市

秋田県仙北市（旧角館町）

兵庫県伊丹市

ポルトガル・シントラ市

アメリカ・サンカルロス市

提携年月日

昭和54年7月18日

昭和55年4月17日

平成9年8月21日

平成24年7月20日

花まつりの時期に3市1町の合同物産展を行い、仙
北市とは双方の濱田謹吾銅像建立記念式典、伊
丹市とは物産展への出店、飯南町とは青少年交
流ツアーなどで交流を深めています。

大村市国際交流プラザ（本町・プラットおおむら内）

ポルトガル・シントラ市とアメリカ・サンカルロス
市とは、相互にホームステイ交流、中国・上海市閔
行区とは、公式訪問やオンライン交流などを行っ
ています。

アメリカ・サンカルロス市へのホームステイ（2019年）

大村の国際・地域間交流

大
村
市
市
勢
要
覧
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こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、妊
娠
か
ら
出
産
、

子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
伴
走
型
支
援
と

し
て
、妊
娠
期
に
は
出
産
に
関
す
る
相
談
を
受

け
る
ほ
か
、妊
婦
健
診
や
産
後
健
診
費
用
の

助
成
に
よ
り
妊
婦
を
サ
ポ
ー
ト
し
、産
後
は
、

産
後
ケ
ア
事
業
や
乳
児
全
戸
訪
問
に
よ
り
、

母
親
や
乳
児
の
健
康
を
把
握
し
、離
乳
食
教

室
や
乳
幼
児
相
談
・
幼
児
健
診
な
ど
を
通
じ

て
、子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
助
言
・
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
３
月
に
は
、大
村
市
ポ
ー
タ
ル
ア

プ
リ「
お
む
す
び
。」の
運
用
を
開
始
し
、子
育

て
に
関
す
る
各
種
相
談
予
約
や
申
請
手
続
の

デ
ジ
タ
ル
化
、予
防
接
種
や
成
長
記
録
な
ど
母

子
健
康
手
帳
の
機
能
、プ
ッ
シ
ュ
通
知
機
能
を

搭
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、さ
ら
な
る
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

預
け
ら
れ
る
よ
う
、教
育
・
保
育
施
設
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、幼
児

教
育
・
保
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
巡
回
相
談

や
研
修
な
ど
の
支
援
を
通
し
て
市
内
全
体
の

教
育
・
保
育
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。加

え
て
、一
時
預
か
り
や
延
長
保
育
、病
児
保
育
、

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

地域子育て支援センター（おむらんど）

こどもセンター（本町）赤ちゃん訪問で体重測定

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、多
様
な
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、家
庭
相
談
員
や
母
子
父
子
自
立

支
援
員
が
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
支
援
を
行
っ
て
お
り
、特
に
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
に
つ
い
て
は
、全
国
の
自
治
体
で
初

め
て
日
本
財
団
と
協
定
を
締
結
し
、早
期
発

見・早
期
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

保
育
園
な
ど
へ
の
入
所
に
あ
た
っ
て
は
、こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
内
に
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

を
配
置
し
、相
談
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、乳
幼
児
か
ら
高
校
生
世
代
ま
で
の
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
、母
子
・
父
子
家
庭
な
ど

の
福
祉
貸
付
金
制
度
、低
所
得
世
帯
の
学
用
品

費
助
成
な
ど
に
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、大
村
市
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、結
婚
を
望
む
独
身
者
の
出
会

い
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
〝
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
〞
を
目
指
し
て
、切
れ
目
の
な
い
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

大
村
市
市
勢
要
覧
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こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、妊
娠
か
ら
出
産
、

子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
伴
走
型
支
援
と

し
て
、妊
娠
期
に
は
出
産
に
関
す
る
相
談
を
受

け
る
ほ
か
、妊
婦
健
診
や
産
後
健
診
費
用
の

助
成
に
よ
り
妊
婦
を
サ
ポ
ー
ト
し
、産
後
は
、

産
後
ケ
ア
事
業
や
乳
児
全
戸
訪
問
に
よ
り
、

母
親
や
乳
児
の
健
康
を
把
握
し
、離
乳
食
教

室
や
乳
幼
児
相
談
・
幼
児
健
診
な
ど
を
通
じ

て
、子
ど
も
の
成
長
に
応
じ
た
助
言
・
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
３
月
に
は
、大
村
市
ポ
ー
タ
ル
ア

プ
リ「
お
む
す
び
。」の
運
用
を
開
始
し
、子
育

て
に
関
す
る
各
種
相
談
予
約
や
申
請
手
続
の

デ
ジ
タ
ル
化
、予
防
接
種
や
成
長
記
録
な
ど
母

子
健
康
手
帳
の
機
能
、プ
ッ
シ
ュ
通
知
機
能
を

搭
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、さ
ら
な
る
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

預
け
ら
れ
る
よ
う
、教
育
・
保
育
施
設
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、幼
児

教
育
・
保
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
巡
回
相
談

や
研
修
な
ど
の
支
援
を
通
し
て
市
内
全
体
の

教
育
・
保
育
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。加

え
て
、一
時
預
か
り
や
延
長
保
育
、病
児
保
育
、

保育コンシェルジュ婚活サポートセンター（プラットおおむら内）

幼稚園・保育園等施設数

幼 稚 園

保 育 園

認 定 こ ど も 園

地 域 型 保 育 事 業

地域子育て支援センター

地域子育て支援事業（こども園）

放 課 後 児 童 ク ラ ブ

（ 私 立 ）

（ 公 立 ）

（ 私 立 ）

（ 公 立 ）

（ 私 立 ）

（ 父 母 の 会 ）

（社会福祉法人）

（ＮＰＯ法人）

（その他法人）

（令和5年10月末現在）

3

1

19

1

15

15

11

8

18

30

7

2

市オリジナル絵本

母子健康手帳セット

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、多
様
な
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、家
庭
相
談
員
や
母
子
父
子
自
立

支
援
員
が
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
支
援
を
行
っ
て
お
り
、特
に
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
に
つ
い
て
は
、全
国
の
自
治
体
で
初

め
て
日
本
財
団
と
協
定
を
締
結
し
、早
期
発

見・早
期
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

保
育
園
な
ど
へ
の
入
所
に
あ
た
っ
て
は
、こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
内
に
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

を
配
置
し
、相
談
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、乳
幼
児
か
ら
高
校
生
世
代
ま
で
の
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
、母
子
・
父
子
家
庭
な
ど

の
福
祉
貸
付
金
制
度
、低
所
得
世
帯
の
学
用
品

費
助
成
な
ど
に
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、大
村
市
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、結
婚
を
望
む
独
身
者
の
出
会

い
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
〝
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
〞
を
目
指
し
て
、切
れ
目
の
な
い
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

大村の子育て
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｢

Ｓｏｃ
ｉｅ
ｔｙ
5.0｣｢

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ｣

な
ど
社
会

の
大
き
な
変
化
の
中
で
、学
校
で
の
学
習
だ
け

で
は
な
く
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、地
域
の
伝

統
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、｢

や
れ
ば
で

き
る｣

と
い
う
日
々
の
小
さ
な
自
信
や
達
成
感

を
得
る
こ
と
で
、ミ
ラ
イ
に
つ
な
が
る
大
き
な

夢
や
志
を
も
ち
、将
来
に
わ
た
っ
て
社
会
の
一

員
と
し
て
、た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
人
間
に

育
っ
て
い
け
る
よ
う
、施
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、市
民
が
よ
り
豊
か
な
人
生
を
送
れ

る
よ
う
に
生
涯
学
習
活
動
、文
化
活
動
な
ど

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、伝
統
文
化
を
受

け
継
ぎ
、郷
土
を
愛
す
る
教
育
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
し
て
、「
日
本
の
未
来
や
新
た

な
価
値
を
創
造
し
、社
会
を
生
き
抜
く
人
間
」

「
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、大
村
を
愛
し
、大
村

を
担
う
人
間
」を
育
成
し
、「
教
育
の
ま
ち
大

村
」を
実
現
す
る
た
め
社
会
全
体
で
、豊
か
な

学
び
・
確
か
な
育
ち
・
多
様
な
感
性
を｢

は
ぐ

く
み｣｢

さ
さ
え｣｢
つ
な
ぐ｣

こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
と
地
域
の
ミ
ラ
イ
を

　
　
は
ぐ
く
み
、さ
さ
え
、つ
な
ぐ
、「
教
育
の
ま
ち
大
村
」

一人一台タブレットの活用(GIGAスクール)

「教育のまち大村」を実現するための3つのキーワード

学校や家庭・地域での学びや経験、地域に根ざした知識・技能、「心」
が伴う思考力や判断力、生涯にわたって学ぶ力などを伸ばしていきます。豊かな学び

確かな育ち 自立と協働を図るために、主体的で能動的な学びを広げていきます。

様 な々人の在り方を理解し、尊重したり、その人にあわせた行動をとっ
たりする感性を磨いていきます。多様な感性

学力向上だけでなく、文化
活動やスポーツ、地域の
伝統行事などにも積極的に
取り組む子どもたちを育成
する。生涯にわたって学習
する意欲や郷土を愛する
心を育む。

はぐくみ ささえ

学校、家庭、地域が同じ
目標をもち、連携や協働を
通じて子どもたちを支える。
市民の学習活動や文化活
動を支える。

つなぐ

学びや育ちの連続性を大
切にし、教育における校種
間の連携はもとより、ふる
さと大村の発展や創生など
を大事にする人々に子ども
たちをつなぐ。伝統や歴史
資料を未来へつなぐ。

社会全体

ミライon図書館（長崎県立・大村市立一体型図書館）

大村の教育

大
村
市
市
勢
要
覧

14

大
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育



﹇
保
健
・
医
療
・
健
康
﹈

　
本
市
は
、健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
の
実
現
に
向
け
、医
療
体
制
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、健
康
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
市
立
大
村
市
民
病
院
は
昭
和
26
年
に
診
療

を
開
始
し
ま
し
た
。平
成
20
年
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
、公
設
民
営
で
運
営
し
て
い
ま

す
。平
成
29
年
に
は
建
て
替
え
を
行
い
、令
和
３

年
に
開
設
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。地
域
医
療

の
中
核
と
し
て
、市
民
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
医
療
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、夜
間
の
緊
急
時
に
受
診
で
き
る
よ

う
、大
村
市
夜
間
初
期
診
療
セ
ン
タ
ー
を
設

置
。休
日
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
民
間
医
療
機

関
、市
立
大
村
市
民
病
院
、国
立
病
院
機
構
長

崎
医
療
セ
ン
タ
ー
と
一
次
か
ら
三
次
救
急
の
連

携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
よ
う
、人
材
育
成
や
情
報
発
信

な
ど
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
民
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、地
域

住
民
や
関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

健康づくり推進員による健康体操の様子 大村市夜間初期診療センター(こどもセンター内）

市立大村市民病院(古賀島町）

大村の福祉

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
村
の
福
祉



市内障害福祉サービス等事業所数
（令和5年11月1日現在）

居 宅 介 護
重 度 訪 問 介 護
行 動 援 護
同 行 援 護
短 期 入 所
生 活 介 護
施 設 入 所 支 援
療 養 介 護
グ ル ー プ ホ ー ム
自 立 生 活 援 助
自 立 訓 練（ 生 活 訓 練 ）
就 労 移 行 支 援
就 労 継 続 支 援（ A 型 ）
就 労 継 続 支 援（ B 型 ）
指定計画相談・障害児相談支援
児 童 発 達 支 援
放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス
保 育 所 等 訪 問 支 援

19
18
1
9
14
28
3
1
16
1
3
5
4
25
14
26
45
13

﹇
高
齢
者
福
祉
﹈

　
高
齢
者
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
継
続
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、本
人
・
家

族
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
医
療
や
介
護
・
看
護
、

生
活
支
援
、住
ま
い
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
で

き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、高
齢
者
が
身
近
な
地
域
で

参
加
で
き
る
通
い
の
場
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

を
通
じ
て
、介
護
予
防
や
地
域
の
支
え
合
い
を

強
化
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、安
心
し
て
本
人・家
族
が
望
む
最
期

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、医
療
と
介

護
の
連
携
強
化
や
、人
生
ノ
ー
ト
の
配
布・書
き

方
講
座
の
開
催
な
ど
、A
C
P（
人
生
会
議
）を

推
奨
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

﹇
障
が
い
者
福
祉
﹈

　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
支
え
合

い
、心
豊
か
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
自
立
し
た
生
活
を
送
る

た
め
に
は
、相
談
の
場
や
障
が
い
特
性
に
応
じ
た

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
か
ら
相
談
を
受
け
た

り
生
活
支
援
を
行
う
場
所
と
し
て
、障
害
者
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ラ
フ
」と
精
神
障
害
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ラ
ム
」を
設
置
し
、相
談
支

援
体
制
の
充
実・強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、障
が
い
や
障
が
い
者
へ
の
理
解
と
関
心

を
深
め
る
た
め
、手
話
奉
仕
員
や
要
約
筆
記
者

の
養
成
講
座
、各
種
手
話
講
座
な
ど
を
行
い
、意

思
疎
通
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

手話講座の様子

介護予防のための筋力アップ体操
人生ノ

ート

市内介護保険サービス提供事業所数
（令和5年11月1日現在）

居 宅 介 護 支 援
訪 問 介 護
生きがい対応型訪問サービス
軽度生活支援員派遣サービス
（ 介 護 予 防 ）訪 問 看 護
（介護予防）訪問リハビリテーション
通 所 介 護
生きがい対応型通所サービス
高 齢 者 活 動 支 援 サ ー ビ ス
（介護予防）通所リハビリテーション
（介護予防）短期入所生活介護
（介護予防）短期入所療養介護
（ 介 護 予 防 ）福 祉 用 具 貸 与
（介護予防）特定福祉用具販売
（介護予防）特定施設入居者生活介護
（介護予防）認知症対応型通所介護
（介護予防）認知症対応型共同生活介護
（介護予防）小規模多機能型居宅介護
定期巡回・随時対応型訪問介護看護
地 域 密 着 型 通 所 介 護

地域密着型介護老人福祉施設
入 所 者 生 活 介 護

介 護 老 人 福 祉 施 設
介 護 老 人 保 健 施 設

30
27
24
4
15
10
27
43
8
13
8
4
7
7
3
8
21
8
2
16

2

3
2

　
ま
た
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
計
画

的
な
整
備
や
、介
護
人
材
の
確
保
・
育
成
へ
の

取
り
組
み
と
い
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤

整
備
を
推
進
す
る
な
ど
、高
齢
者
が
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大村の福祉

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
村
の
福
祉



　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及・

振
興
を
目
指
し
て
、各
種
団
体
と
連
携
し
、取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
が
参
加
で
き
る「
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」や

「
市
民
ウ
ォ
ー
ク
」「
市
民
体
力
測
定
会
」な
ど
、子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
交
流
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
図
る
と

と
も
に
、楽
し
い
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の

増
加
を
目
的
に「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

競
技
ス
ポ
ー
ツ・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

古賀島スポーツ広場(古賀島町）

市内のスポーツ施設一覧

◎シーハットおおむら

◎総合運動公園

◎古賀島スポーツ広場

◎市民プール

◎屋内プール

◎陸上競技場 

◎野球場 

◎補助グラウンド 

◎郡中学校運動場夜間照明施設 

◎森園運動広場 

◎北部運動広場 

◎南部運動広場 

◎鈴田運動広場 

◎テニスコート 

◎森園ファミリースポーツ広場 

◎アーチェリー場 

◎武道館 

◎弓道場 

◎児童体育館 

◎黒木山小屋  

　

市
内
に
は
、用
途
に
応
じ
た
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
が
あ
り
ま
す
。な
か
で
も「
シ
ー
ハ
ッ
ト
お

お
む
ら
」は
、ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベン
ト
に
利
用
さ
れ
、ト
レ
ー
ニン
グ
ル
ー
ム
や

フ
ィッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム
も
備
え
る
な
ど
、多
く
の
市

民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
も
整
備
が
進
む
総
合
運
動
公
園

は
、多
目
的
広
場（
運
動
場
４
面
）、テ
ニス
コ
ー
ト

（
砂
入
り
人
工
芝
６
面
）、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴルフ
場
が

供
用
さ
れ
、市
内
最
大
の
遊
具
エ
リ
ア
を
誇
る

「
ぼ
う
け
ん
広
場
」な
ど
、ファ
ミ
リ
ー
で
楽
し
め
る

施
設
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

市民スポーツ大会市民体力測定会 ロードレース大会市民ウォーク

総合運動公園のテニスコート（黒丸町）

大村のスポーツ

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
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火
災
や
自
然
災
害
な
ど
か
ら
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
、身
近
な
地
域
の
消
防
体
制

を
支
え
る
消
防
団
の
充
実・強
化
を
図
り
、消
防

署
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、消
防
力
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
別
警
報
級
の
暴
風
や
大
雨
な
ど
に
備
え
、

水
防
訓
練
や
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、「
防
災
マ
ッ
プ
」を
配
布
し
、「
自
ら
の
命
は
自

ら
が
守
る
」と
い
う
意
識
の
徹
底
や
災
害
リ
ス
ク
、

避
難
行
動
の
理
解
促
進
に
努
め
、地
域
防
災
体

制
の
充
実
や
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成・育
成
や
防
災
知
識
の

普
及
啓
発
を
行
って
い
ま
す
。ま
た
、災
害
時
の

非
常
食
や
飲
料
水
、衛
生
用
品
な
ど
の
備
蓄
品

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、備
蓄
倉
庫
な
ど
の

施
設
の
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、警
察
や
関
係
機
関・団
体
と
連
携
し
、

広
報
、各
種
啓
発
活
動
を
行
い
な
が
ら
、交
通
事

故
や
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
継
続
的
な
維
持
管
理
を

行
い
、防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
促
進
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

の
情
報
媒
体
の
活
用
を
行
う
な
ど
、防
災・防
犯

情
報
伝
達
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

安全・安心まちづくりキャンペーンのパレード 各世帯に配布した「防災マップ」

大村市総合防災訓練の様子

大村の防災・防犯対策

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
村
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ハウス内の快適な環境で育てられた大玉トマト

魅
力
あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興

　

本
市
は
温
暖
な
気
候
に
加
え
、多
良
山
系
の

山
林
と
水
が
豊
富
で
、古
く
か
ら
農
業
が
盛
ん

な
地
域
で
す
。

　

農
業
は
、本
市
の
面
積
の
約
14
％
を
占
め
て
い

る
農
地
で
、野
菜（
ト
マ
ト
、イ
チ
ゴ
、キ
ュウ
リ
な

ど
）、果
樹（
ミ
カ
ン
、ナ
シ
、ブ
ド
ウ
な
ど
）、花
き

（
カ
ー
ネ
ー
ション
な
ど
）、畜
産（
肉
用
牛
、豚
な

ど
）、米
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。い
わ
ゆ
る

少
量
多
品
目
が
特
徴
で
、地
域
の
特
色
に
応
じ

た
生
産
を
推
進
し
て
い
ま
す
。林
業
は
、本
市
の

面
積
の
47
％
を
占
め
て
い
る
森
林
の
集
約
化
に

よ
り
、計
画
的
な
間
伐
を
進
め
、森
林
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。水
産
業
は
、大
村
湾
を

漁
場
と
し
た
沿
岸
漁
業
が
主
体
で
、主
な
も
の

は
ナ
マコ・サ
ザ
エ
な
ど
で
す
。

　

農
林
水
産
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

な
ど
を
解
消
す
る
た
め
、若
い
人
に
とって
魅
力

あ
る
産
業
と
な
る
よ
う
各
種
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。農
業
で
は
、担
い
手
の
育
成
と
確
保

を
行
い
、スマ
ー
ト
農
業
の
導
入
な
ど
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
と
多
収
量
化
な
ど
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、所
得
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。林

業
で
は
、作
業
環
境
改
善
の
た
め
、高
性
能
林
業

機
械
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
た
森
林
管
理
、人
材
育
成
、木
材

利
用
な
ど
に
よ
り
、林
業
経
営
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。水
産
業
で
は
、漁
場
環
境
の
保

全
と
あ
わ
せ
て
、種
苗
放
流
に
よ
る
資
源
管
理

型
漁
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。ま
た
、大
村
産

水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
魅
力
発
信
に
努
め

て
い
ま
す
。

高性能林業機械による作業大村産ナマコブランド「琴俵」

優れた肉質の長崎和牛

大村の農林水産業

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
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　「
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
」　「
第
２
大
村
ハ
イ

テ
ク
パ
ー
ク
」 「
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」は
、東

に
多
良
山
系
、西
に
波
静
か
な
大
村
湾
を
臨
む

丘
陵
地
に
位
置
す
る
工
業
団
地
で
す
。

　
団
地
内
に
は
緑
豊
か
な
公
園
や
、公
共
下
水

道
、電
気
、通
信
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
設
備
が
あ
り
、

長
崎
空
港
や
長
崎
自
動
車
道
大
村
イ
ン
タ
ー

チェン
ジ
、木
場
スマ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チェン
ジ
、西
九

州
新
幹
線
新
大
村
駅
に
近
く
、人・
も
の・
情
報

の
交
流
拠
点
と
し
て
、最
適
な
立
地
環
境
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
工
業
団
地
に
は
、半
導
体
や
精
密
空

調
装
置
、自
動
車
部
品
、液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、耐

震
マッ
ト
、金
型
製
造
加
工
、そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
の
先
端
技
術
を
有
す
る
企
業
が
立
地

し
、大
村
の
産
業
を
け
ん
引
し
て
い
ま
す
。オ
フ
ィ

ス
パ
ー
ク
大
村
に
は
、産
業
業
務
支
援
中
核
施
設

㈱
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
大
村
が
立
地
し
、ま
た
、大
村
ハ

イ
テ
ク
パ
ー
ク
に
は
、長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
、長
崎
県
産
業
振
興
財
団
、長
崎
県
建
設

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、長
崎
県
環
境
保
健
研
究

セ
ン
タ
ー
が
立
地
し
て
お
り
、ハー
ド・ソ
フ
ト
両
面

か
ら
技
術
の
高
度
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

先
端
技
術
の
発
信
基
地

第2大村ハイテクパーク

大村ハイテクパーク・オフィスパーク大村(全景)

（億円）

昭和
55

（件）
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平成
元年 5 10 15 20 25 30

令和
3 （年）

事業所数と製造品出荷額等の推移
（従業者数4人以上）

（資料：経済センサス、経済構造実態調査）

製品出荷額等

事業所数

4

大村の工業

大
村
市
市
勢
要
覧

20

大
村
の
工
業



に
ぎ
わ
い
の
創
出

　

本
市
の
中
心
市
街
地
は
、古
く
は
江
戸
時
代

か
ら
城
下
町
や
長
崎
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
に

ぎ
わ
い
、こ
れ
ま
で
商
業
集
積
が
進
み
地
域
の
拠

点
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
近
年
、

郊
外
型
商
業
施
設
の
進
出
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
な
ど
に
よ
り
、中
心
市
街
地
の
空
洞
化

が
進
み
つつ
あ
り
ま
し
た
。

 

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、Ｊ
Ｒ
大
村
駅
前

の
中
心
市
街
地
で「
上
駅
通
り
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
」に
取
り
組
み
、平
成
24
年

か
ら
25
年
に
か
け
て
分
譲
マン
シ
ョン
、賃
貸
マン

ション
、商
業
施
設「
コ
レ
モ
お
お
む
ら
」が
完
成・

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。ま
た
、平
成
26
年
に
多
様

な
世
代
の
交
流
拠
点
と
し
て「
プ
ラ
ザ
お
お
む

ら
」、平
成
31
年
に
中
心
市
街
地
複
合
ビ
ル「
プ

ラ
ッ
ト
お
お
む
ら
」、令
和
元
年
に
長
崎
県
立・

大
村
市
立
一
体
型
図
書
館「
ミ
ラ
イ
ｏ
ｎ
」が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、中

心
市
街
地
の
居
住
人
口
が
増
加
す
る
と
と
も

に
、親
子
連
れ
を
中
心
と
し
た
新
た
な
人
の
流

れ
が
創
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、整
備
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
を
つ
な

ぐ
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
に
よ
り
、さ
ら
な
る
に
ぎ

わ
い
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

商店数と年間商品販売額の推移

「高校生フェス」でにぎわうプラザおおむら（ホール）

コレモおおむら(東本町）

0

200

400

600

800

1000

1200
小売業商店数

卸売業商店数

卸売業年間商品
販売額

小売業年間商品
販売額

（億円） （店）

昭和
45 47 49 51 54 57 60 63

平成
3 6 9 14 16 19 26 28（年）

（資料：商業統計調査、経済センサス）
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県
内
随
一
の
花
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
大

村
公
園
。春
を
告
げ
る
大
村
公
園
は「
日
本
さ

く
ら
名
所
100
選
」に
選
定
さ
れ
、国
指
定
天
然

記
念
物「
大
村
神
社
の
オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
」を

は
じ
め
、ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
ク
シマ
ザ
ク
ラ
な
ど
、約

20
種
類
お
よ
そ
２
千
本
の
桜
が
咲
き
乱
れ
、園

内
を
ピン
ク
色
に
染
め
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、同
公
園
内
玖
島
城
の
長
堀・南
堀
跡
に

は
、九
州
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
、約
30
万
本
の

ハ
ナ
シ
ョウ
ブ
が
咲
き
誇
り
、優
雅
で
気
品
あ
る

姿
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
街
地
か
ら
一
歩
足
を
延
ば
す
と
、落
差
30

メ
ー
ト
ル
の
滝
を
有
す
る
裏
見
の
滝
自
然
花
苑

が
あ
り
、約
６
千
本
の
世
界
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

秋
に
な
る
と
、市
内
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が

楽
し
め
る
鉢
巻
山
展
望
所
が
、多
く
の
ヒ
ガ
ン
バ

ナ
で
彩
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、自
然
豊
か
な
多
良
山
系
に
は
、「
オ

オ
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
」の
群
生
が
７
月
中
旬
に

開
花
し
、鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
を
咲
か
せ

ま
す
。

　
「
花
の
ま
ち
大
村
」は
、四
季
を
通
じ
て
訪
れ

る
人
々
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

城
下
町
大
村
　
色
彩
の
四
季

大村公園の桜のライトアップ

オオキツネノカミソリオオキツネノカミソリオオキツネノカミソリ
ヒガンバナヒガンバナヒガンバナ

オオムラザクラ、クシマザクラオオムラザクラ、クシマザクラオオムラザクラ、クシマザクラ
ソメイヨシノソメイヨシノソメイヨシノ

シャクナゲ
ハナショウブ

コスモス

3 4 5 6 7 8 9 10

八重桜を2つ重ねたような独特の二段咲きで、花びらの総
数は少ないもので60枚、多いものでは200枚あるのが特
徴。優美で気高く、里桜中の名桜といわれています。

【大村神社のオオムラザクラ（国指定天然記念物）】
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ハナショウブ
（大村公園）

シャクナゲ
（裏見の滝自然花苑）

ヒガンバナ
（鉢巻山展望所）

オオキツネノカミソリ
（多良岳登山道）

黒田五寸にんじん

大村寿司

大村湾のナマコ

へこはずしおこし

松原庖丁

ゆでピー

大村歳時記

大村の特産品

◎長崎街道大村藩宿場まつり……

◎大村のひなまつり………………

◎おおむら花まつり………………

◎しゃくなげ祭り…………………

◎竹松ゆかたまつり………………

◎おおむら夏越まつり花火大会…

◎おおむら夏越まつり……………

◎野岳湖ウォーク…………………

◎おおむら健康・福祉まつり……

◎牧場まつり………………………

◎おおむら秋まつり・グルメフェア…

◎黒丸踊法養祭……………………

◎おおむらロードレース大会……

2月

3～4月

3月下旬～6月中旬

3月下旬～4月下旬

7月

8月1日

8月2・3日

10月

10月

11月

10～11月

11月28日

12月

大村の観光
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﹇
都
市
づ
く
り
﹈

　

本
市
は
、道
路
網
や
上
下
水
道
施
設
な
ど

の
都
市
基
盤
が
整
う
良
好
な
居
住
環
境
に

よ
っ
て
、県
内
で
も
有
数
の
住
み
や
す
い
都
市

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、現
在
も

国
道
34
号
の
拡
幅
な
ど
、大
規
模
な
プ
ロ
ジェク

ト
が
進
行
し
て
お
り
、さ
ら
な
る
都
市
機
能
の

充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
空
港
、
高
速
道
路
に
加
え
、
令
和

４
年
９
月
に
開
業
し
た
西
九
州
新
幹
線
な
ど
、

充
実
し
た
高
速
交
通
体
系
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
交
流
機
能
の
向
上

な
ど
大
き
な
可
能
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
の
発
展
や
成
長
の
一
方
で
、

将
来
的
な
人
口
減
少
や
高
齢
化
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
市
街
地
を
拡
大
す
る
の

で
は
な
く
、
既
存
の
基
盤
施
設
を
有
効
活
用

し
な
が
ら
都
市
機
能
を
集
約
し
、
公
共
交
通

の
利
便
性
を
高
め
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
」
や
頻
発
・
激
甚
化
す
る
災
害
に
対

す
る
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、令
和
３
年
度
に「
大
村
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」お
よ
び「
大
村
市
立
地
適

将
来
を
見
据
え
た
都
市
像

一般県道257号・大村外環状線(サンシャインロード) 国道34号久原２丁目交差点付近

国道34号大村諫早拡幅完成イメージ（鈴田峠付近）

正
化
計
画
」を
見
直
し「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
安
全
・
安
心
」の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、持
続
可

能
な
都
市
構
造
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

﹇
景
観
づ
く
り
﹈

　

本
市
は
、
緑
の
多
良
山
系
か
ら
丘
陵
地
と

平
坦
な
市
街
地
ま
で
緩
や
か
に
つ
な
が
り
、

穏
や
か
な
大
村
湾
に
面
す
る
な
ど
、
海
、

山
、
川
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
風
光
明

媚
な
景
観
が
市
民
に
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
良
好
な
景
観
を
守
り
、育
て
、創

る
た
め
、令
和
４
年
度
に「
大
村
市
景
観
計
画
」

を
改
訂
し「
市
民
を
つつ
み
込
む〝
の
び
の
び
〞

〝
ひ
ろ
び
ろ
〞と
し
た
海
と
山
が
連
続
す
る
大

村
の
景
観
づ
く
り
」の
理
念
の
も
と
、特
性
を
活

か
し
た
景
観
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、
歴
史
的
な
景
観
を
多
く
残
す
上
小

路
周
辺
地
区
を
「
景
観
形
成
地
区
」
に
指
定

し
、
住
民
と
と
も
に
歴
史
的
な
街
並
み
を
維

持
、
保
全
し
、
景
観
の
特
性
を
活
か
し
た
街

並
み
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
景
観
の
調
和
を
大
切
に
し
、
周

知
・
啓
発
活
動
や
景
観
形
成
の
活
動
支
援
な

ど
を
総
合
的
か
つ
継
続
的
に
進
め
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
丸
と
な
っ
た
景
観
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
村
市
市
勢
要
覧
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﹇
都
市
づ
く
り
﹈

　

本
市
は
、道
路
網
や
上
下
水
道
施
設
な
ど

の
都
市
基
盤
が
整
う
良
好
な
居
住
環
境
に

よ
っ
て
、県
内
で
も
有
数
の
住
み
や
す
い
都
市

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、現
在
も

国
道
34
号
の
拡
幅
な
ど
、大
規
模
な
プ
ロ
ジェク

ト
が
進
行
し
て
お
り
、さ
ら
な
る
都
市
機
能
の

充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
空
港
、
高
速
道
路
に
加
え
、
令
和

４
年
９
月
に
開
業
し
た
西
九
州
新
幹
線
な
ど
、

充
実
し
た
高
速
交
通
体
系
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
交
流
機
能
の
向
上

な
ど
大
き
な
可
能
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
の
発
展
や
成
長
の
一
方
で
、

将
来
的
な
人
口
減
少
や
高
齢
化
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
市
街
地
を
拡
大
す
る
の

で
は
な
く
、
既
存
の
基
盤
施
設
を
有
効
活
用

し
な
が
ら
都
市
機
能
を
集
約
し
、
公
共
交
通

の
利
便
性
を
高
め
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
」
や
頻
発
・
激
甚
化
す
る
災
害
に
対

す
る
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、令
和
３
年
度
に「
大
村
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」お
よ
び「
大
村
市
立
地
適

景観形成地区（上小路周辺地区） 森園公園

令和5年4月1日現在［単位km］ 令和5年3月31日現在

路線数 計画延長 改良済延長 未改良延長 改良率

正
化
計
画
」を
見
直
し「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
安
全
・
安
心
」の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、持
続
可

能
な
都
市
構
造
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

﹇
景
観
づ
く
り
﹈

　

本
市
は
、
緑
の
多
良
山
系
か
ら
丘
陵
地
と

平
坦
な
市
街
地
ま
で
緩
や
か
に
つ
な
が
り
、

穏
や
か
な
大
村
湾
に
面
す
る
な
ど
、
海
、

山
、
川
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
風
光
明

媚
な
景
観
が
市
民
に
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
良
好
な
景
観
を
守
り
、育
て
、創

る
た
め
、令
和
４
年
度
に「
大
村
市
景
観
計
画
」

を
改
訂
し「
市
民
を
つつ
み
込
む〝
の
び
の
び
〞

〝
ひ
ろ
び
ろ
〞と
し
た
海
と
山
が
連
続
す
る
大

村
の
景
観
づ
く
り
」の
理
念
の
も
と
、特
性
を
活

か
し
た
景
観
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
、
歴
史
的
な
景
観
を
多
く
残
す
上
小

路
周
辺
地
区
を
「
景
観
形
成
地
区
」
に
指
定

し
、
住
民
と
と
も
に
歴
史
的
な
街
並
み
を
維

持
、
保
全
し
、
景
観
の
特
性
を
活
か
し
た
街

並
み
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
景
観
の
調
和
を
大
切
に
し
、
周

知
・
啓
発
活
動
や
景
観
形
成
の
活
動
支
援
な

ど
を
総
合
的
か
つ
継
続
的
に
進
め
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
丸
と
な
っ
た
景
観
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大村都市計画区域

用途地域 

無指定地域

住居系

 

商業系

工業系

第1種低層住居専用地域 

第1種中高層住居専用地域

第2種中高層住居専用地域

第1種住居地域

準住居地域

近隣商業地域

商業地域 

準工業地域

工業地域

工業専用地域

主要幹線道路
都市幹線道路
補助幹線道路

18
3
10
5

77.8％
72.4％
95.3％
54.8％

46.76
22.44
16.87
7.45

36.39
16.24
16.07
4.08

10.37
6.20
0.80
3.37

面積（ha)

5,997

2,344

1,378

365

119

133

714

47

203

70

133

763

552

147

64

3,653

割合（％）

100.0 

39.1

23.0 

6.1 

2.0 

2.2 

11.9 

0.8

3.4 

1.2 

2.2 

12.7 

9.2 

2.4 

1.1 

60.9

用途地域都市計画道路

令和5年3月31日現在都市計画公園

令和5年3月31日現在公共下水道
計 画 区 域 面 積
処 理 区 域 面 積
計 画 区 域 人 口（ A ）
処 理 区 域 人 口（ B ）
普 及 率 （ B / A ）

2,933ha
2,372ha
95,642人
88,603人
92.6%

住区基幹公園 都市基幹公園

街区 近隣 地区 総合 運動
合計特殊

公園

箇所数

面積（ha）

38
6.26

2
1.60

1
7.00

1
21.40

1
22.10

3
16.70

46
75.06

※計画区域面積および計画区域人口には、公共下水道に統合する農業集落排水区域を含む。

大村の都市計画

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
村
の
都
市
計
画



武雄方面

新大村駅

　
新
大
村
駅
さ
く
ら
口
（
東
口
）
で
、
現
在
新

大
村
駅
前
市
有
地
開
発
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
市
は
、
新
幹
線
開
業
に
よ
っ
て
新

幹
線
駅
・
空
港
・
高
速
Ｉ
Ｃ
が
そ
ろ
い
、
全
国

的
に
も
恵
ま
れ
た
高
速
交
通
の
利
便
性
を
有

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
大
村
駅
の
交

通
結
節
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
都
市
機

能
の
立
地
に
必
要
な
用
地
を
確
保
し
、
利
便

性
の
高
い
生
活
機
能
の
充
実
や
人
々
の
賑
わ

い
・
交
流
の
創
出
を
図
り
な
が
ら
、
魅
力
あ
る

拠
点
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

新
大
村
駅
前
市
有
地
開
発
事
業
は
、
民
間

事
業
者
主
導
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
商
業
区

画
３
区
画
、
集
合
住
宅
２
区
画
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
商
業
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
市
初
出

店
の
ゆ
め
マ
ー
ト
や
生
活
雑
貨
店
、
カ
フ
ェ
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
が
令

和
６
年
春
開
業
予
定
で
す
。
集
合
住
宅
に
つ
い

て
は
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
２
棟
合
わ
せ
て
１
９

１
戸
が
令
和
６
年
秋
完
成
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
開
発
地
中
央
に
は
「
く
つ
ろ
ぎ
と

賑
わ
い
の
あ
る
」
新
大
村
駅
公
園
の
整
備
を

市
で
進
め
て
お
り
、
令
和
７
年
春
の
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
交
流
の
促
進

新大村駅周辺整備イメージ

開発が進む新大村駅さくら口（東口）

※提供：大和ハウス工業㈱、㈱日本エスコン、㈱イズミ
※今後の計画により変更になる場合があります。

新大村駅
武雄方面

大村の新幹線を活かしたまちづくり

大
村
市
市
勢
要
覧
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環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

大村湾沿岸一斉清掃環境センター（森園町）

　

本
市
は
、大
村
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定

し
、環
境
保
全
に
取
り
組
む
な
ど
、環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、限
り
あ
る
資
源
を
有

効
に
活
用
し
、持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を

構
築
す
る
た
め
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

類
個
別
回
収
や
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

な
ど
、ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
へ
の
各
種

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、耐
用
年
数
を
迎
え
る
ご
み
処
理
施

設
の
建
て
替
え
準
備
を
進
め
る
な
ど
、廃
棄
物

の
適
正
処
理
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
長
崎
県
が
第
３
期
大
村
湾
環
境
保

全
・
活
性
化
行
動
計
画
の
重
点
施
策
と
し
て
、

廃
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
た
浅
場（
ガ
ラ
ス
の
砂

浜
）を
造
っ
て
お
り
、子
ど
も
た
ち
が
浅
場
の

持
つ
浄
化
機
能
を
体
感
で
き
る
よ
う
な
環
境

学
習
や
、大
村
湾
沿
岸
一
斉
清
掃
を
実
施
す
る

な
ど
環
境
保
全
意
識
の
醸
成
が
図
ら
れ
る
場

所
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、イ
ン
ス
タ
映
え
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
、休
日
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ

る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ガラスの砂浜（森園公園先）

大村の環境対策

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
村
市
議
会
は
、市
民
の
代
表
と
し
て
選

ば
れ
た
25
人
の
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
制
定
改
廃
や
予
算
案
な
ど
市
民
生

活
に
直
接
関
わ
る
重
要
な
議
案
を
審
議
・
決

定
す
る
ほ
か
、市
政
一
般
質
問
な
ど
を
通
じ

て
、市
民
の
多
様
な
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
議
会
は
、大
村
市
議
会
基
本
条
例
に

基
づ
き
、執
行
機
関
と
対
等
な
関
係
を
構
築

し
、住
民
の
福
祉
の
向
上
と
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
意
思

決
定
、行
政
の
監
視
機
関
と
し
て
、公
平
性
と

透
明
性
を
確
保
し
、市
民
に
開
か
れ
た
わ
か

り
や
す
い
議
会
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
急
速
な
進
展
、

自
然
災
害
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
、少
子

高
齢
化
社
会
へ
向
け
て
多
様
化
す
る
行
政

ニ
ー
ズ
に
真
摯
に
取
り
組
み
、政
策
提
言
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
に
お
い
て
も
、第
５
次
総
合
計
画

後
期
計
画
に
掲
げ
る「
〜
行
き
た
い
、働
き
た

い
、住
み
続
け
た
い
〜
し
あ
わ
せ
実
感
都
市 

大
村
」を
目
指
し
、市
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

大村市議会議場

「市民と議会のつどい」の様子

大村市議会

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
村
市
議
会

本会議中継

◎おおむらケーブルテレビ
◎ＦＭおおむら※市政一般質問のみ
◎インターネット放送
　※ブラウザで「大村市議会　インターネット放送」と入力して検索

◎YouTube
　※YouTube内で「大村市議会公式チャンネル」と入力して検索

大村市議会　インターネット放送

大村市議会公式チャンネル



地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
活
性
化
・
男
女
共
同
参
画
の
推
進

男女共同参画推進事業講演会講座「女性のための護身術」

地域げんき交付金「ふくしげ竹灯籠まつり」

﹇
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
﹈

　

平
成
23
年
度
に
地
域
の
課
題
を
自
ら
協
議

し
、解
決
す
る
た
め
に
、「
地
域
げ
ん
き
交
付

金
」を
創
設
し
各
地
区
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
ま
す
。地
域
住
民
が
自
ら
考
え
、自
ら

行
う
環
境
美
化
、防
災・防
犯
、郷
土
芸
能
な

ど
の
地
域
づ
く
り
の
活
動
は
、地
域
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、生
涯
学
習
や
地
域
活
動
の
拠
点
で

あ
る
町
内
公
民
館
の
新
築
や
増
改
築
な
ど
施

設
整
備
への
助
成
を
行
って
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、市
民
が
町
内
会
活
動
な
ど
に
安
心

し
て
参
加
で
き
る
よ
う
保
険
加
入
の
支
援
な

ど
を
行
って
い
ま
す
。

﹇
男
女
共
同
参
画
の
推
進
﹈

　

大
村
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

「
ハ
ー
ト
パ
ル
」で
は
、「
誰
も
が
互
い
に
認
め
合

い 

い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し

て
」を
基
本
理
念
に
、男
女
共
同
参
画
の
周
知・

啓
発
の
ほ
か
、令
和
５
年
10
月
に
は「
大
村
市

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」を
導
入
し

ま
し
た
。ま
た
、女
性
の
た
め
の
相
談
室
で
は
Ｄ

Ｖ
や
夫
婦
、家
族
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
村
の
○
○
○
○
　  

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

男
女
共
同
参
画
の
推
進

大村の                    地域コミュニティの活性化
男女共同参画の推進



財
政
健
全
化
か
ら
財
政
適
正
化
へ

令和５年度特別会計当初予算

特別会計名 予算総額 前年度比

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

工業団地整備事業

93億 2,477 万円

12億 1,763 万円

76億 4,549 万円

1億 5,301 万円

-0.9％

+3.2％

+0.0％

-30.9％

予算規模の推移 （年度別）

250

300

350

400

450

500
（億円）

令和元 2 3 4 5（年度）

418
478442

412
437

477億5千万円
令和５年度 予算総額

繰入金 
50億8,165万円
10.6％

市税 
124億3,187万円
26.0％

その他収入 
31億7,363万円
6.7％

地方交付税 
63億円
13.2％

譲与税・交付金 
30億2,634万円
6.4％

市債 
31億6,840万円
6.6％

国・県支出金 
145億6,811万円
30.5％

歳入
依存
財源
56.7％

扶助費 
149億5,644万円
31.3％

公債費 
33億7,697万円
7.1％

投資的経費 
68億4,751万円
14.3％

物件費 
58億3,518万円
12.2％

繰出金 
34億9,097万円
7.3％

その他 
20億9,853万円
4.4％

補助費など 
50億8,743万円
10.7％ その他の

経費
34.6％

投資的
経費
14.3％

義務的
経費
51.1％

歳出

人件費 
60億5,697万円
12.7％

　
本
市
で
は「
財
政
運
営
基
本
方
針
」を
策
定

し
、次
の
３
つ
を
柱
と
し
て
、財
政
適
正
化
に

向
け
た
各
種
取
り
組
み
を
推
進
し
、財
政
健

全
化
で
の
成
果
の
維
持
と
中
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の

構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

基
本
方
針
１ 

安
定
し
た
財
源
の
確
保

　

持
続
可
能
な
安
定
し
た
財
政
基
盤
構
築
の

た
め
、債
権
管
理
の
徹
底・使
用
料
の
見
直
し・

未
利
用
市
有
地
の
有
効
活
用
に
取
り
組
み
、

財
源
確
保
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
も
さ
ら

な
る
効
果
的
・
効
率
的
な
取
り
組
み
を
展
開

し
、安
定
し
た
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

基
本
方
針
２ 

歳
出
の
抑
制
と
適
正
化

　

限
ら
れ
た
財
源
に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
と

す
る
た
め
、歳
出
全
般
に
わ
た
り
徹
底
し
た

見
直
し
を
行
い
、選
択
と
集
中
に
よ
り
、最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
３ 
財
政
運
営
の
透
明
性
の
確
保

　

予
算
・
決
算
の
状
況
の
公
表
や
、中
期
財
政

見
通
し
の
公
表
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
財
務
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
市
民
へ
公
表
す
る
こ
と
で
、財

政
運
営
の
透
明
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

自主
財源
43.3％

大村の財政

大
村
市
市
勢
要
覧
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大
村
の
財
政



　

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
村
は
、
昭
和
27
年
４
月

６
日
、
全
国
で
初
め
て
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
を
開
催
し
た
「
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
発
祥

の
地
」
で
す
。

　

平
成
30
年
９
月
か
ら
全
レ
ー
ス
を
ナ
イ

タ
ー
レ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
収
益
は
、
福
祉
や
教
育
事
業
、
道

路
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
本
市
の
社
会
基

盤
や
福
祉
の
充
実
に
大
き
く
寄
与
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
市
の
財
政
に
１
０
４
０
億
円

を
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
ナ
イ
タ
ー

レ
ー
ス
開
始
以
降
は
４
３
１
億
円
超
の
繰
り

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
11
月
に
は
新
た
な
多
世
代
間
の

交
流
拠
点
と
し
て
、
県
内
最
大
規
模
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
や
全
天
候
型
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
設
備
な
ど
を
有
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
パ
ー
ク
Ｇ
ｒ
ｕ
ｕ
ｎ
お
お
む
ら
」
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
さ
ら
な
る
売
上
拡
大
を
図
り
な

が
ら
、
市
の
財
政
に
寄
与
す
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
に
努
め
ま
す
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
発
祥
の
地

大村ボートレース場

コミュニティパークGruun(グルーン)おおむら白熱するレース

グ
ル
ー
ン

ボートレース大村

大
村
市
市
勢
要
覧
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